
明治パッケージオイルフリーコンプレッサ
APFM-15B 5/6P

APFM-22B 5/6P

APFM-37B 5/6P

DPFM-15B 5/6P

DPFM-22B 5/6P

DPFM-37B 5/6P

明治 コンプレッサ

なお、この「取扱説明書」は、エアードライヤ内蔵型パッケージオイルフリーコンプ
レッサを併記しています。
また、本書ではAPFM-37B 5/6P、DPFM-37B 5/6Pを代表例として編集しておりま
すので、あらかじめご了承ください。
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本取扱説明書は、パッケージオイルフリーコンプレッサの仕様・構造・据え付け・運転 ・保守点検に関する説明書です。本取扱説明書には

パッケージオイルフリーコンプレッサの機能を円滑、かつ安全に発揮させるために必要な操作方法が記載されています。

パッケージオイルフリーコンプレッサのご使用に際しては
下記の法規が適用されます。

パッケージオイルフリーコンプレッサに以下の条件があてはま
る立型タンクを接続しご使用になる場合は、次の事項を必ず守
って下さい。

明治指定サービス店ま

明治指定サービス店にお問い合

エアードライヤ内蔵型パッケージオイルフリーコンプレッサはエアードライヤの冷媒にフロンが使用されてお り、フロン回収破壊法
（平成１３年法律第６４号）における第一種特定製品として扱 われます。製品を破棄および修理するときは下記にご注意くださ い。
地球環境を保護するため、次のことが法律で決められていますので必ず守って下さい 。

パッケージオイルフリーコンプレッサのご使用に際しては、パッケージオイルフリーコンプレッサを含めた機器・施設 の安全な運転
および保守のために、各種規格・基準に従って安全施策を確立してください 。
国や自治体の消防、電気、安全関連の法規、規則、またそれぞれの企業や事業所での規則・規定としての守るべき事項に従って
ください 。



APFM-15B 5/6P
APFM-22B 5/6P
APFM-37B 5/6P

DPFM-15B 5/6P
DPFM-22B 5/6P
DPFM-37B 5/6P

DPFM-37B 5/6P

空気弁
空気弁



圧力単位
MPa 0.69 0.78 0.83 0.93

kgf/cm² 7.0 8.0 8.5 9.5

本圧縮機は一般産業用に限りご使用ください。
呼吸器系の機器など、生命に係る用途には使用
できません。

重要事項

この「取扱説明書」を読み、大切に保存してください。
CM0D061Y 2 011・12

このたびは明治の電子式パッケージオイルフリーコンプ
レッサーをお買い上げいただき、まことにありがとうござ
いました。ご使用になる前に、この「取扱説明書」をよく
読み、その内容に沿って正しくご使用ください。

圧力単位について
本取扱説明書の圧力単位は「MPa（メガパスカル）」表示です。
従来単位「kgf/cm²」との換算は下表の通りです。

（換算率は 1MPa＝10.197 kgf/cm ²です。）

取扱説明書
小型空気圧縮機

なお、この「取扱説明書」は、エアードライヤー内蔵型電子式パッケージ
オイルフリーコンプレッサーを併記しています。
また、本書ではAPFM-37B 、DPFM-37B を代表例として編集しておりま
すので、あらかじめご了承ください。

明治 電子式 パッケージオイルフリーコンプレッサー
型　式：APFM-15B 5　　DPFM-15B 5
　 　 APFM-15B 6　　DPFM-15B 6
　 　 APFM-22B 5　　DPFM-22B 5
　 　 APFM-22B 6　　DPFM-22B 6
　 　 APFM-37B 5　　DPFM-37B 5
　 　 APFM-37B 6　　DPFM-37B 6
　　　  ］ドーアエ［ 型蔵内ーヤイラドーアエ［         ］型付不ーヤイラ

㈱明治機械製作所

DPFM-37B 5/6P 冷媒シール



パッケージオイルフリーコンプレッサは、後方および側方より新鮮な空気をパッケージ内に吸い込み、上方に排気する構
造となっていますので、下図の横に吸、排気口を設け室内の換気を行ってください。

（必要換気容量はパッケージオイルフリーコンプレッサ1台を運転した場合、室温の上昇を５℃以内に保つために必要な換気容量です。）

APFM-15B 5/6P DPFM-15B 5/6P APFM-22B 5/6P DPFM-22B 5/6P APFM-37B 5/6P DPFM-37B 5/6P

パッケージオイルフリーコンプレッサをコンクリートで固める等、強制

パッケージオイルフリーコンプレッサが

的に固定しないでくだい。転倒防止を図る
場合には専用の固定金具がありますので、購入先または最寄りの明治指定サービス店にご相談ください。

排気ダクトを設ける場合、排気ダクトを直接パッケージオイルフリーコンプレッサに取り付けないでください。
振動により排気ダクトやパッケージオイルフリーコンプレッサが破損する場合があります。また、エアードライヤ
が凍結する場合があります。

破損する場合があります。



パッケージオイルフリーコンプレッサと工場
配管の接続は、必ず耐圧・耐熱を有するゴ
ムホース（使用圧力：１MPa以上、耐熱100℃
以上）をご使用ください。振動による配管の
破損を防ぎます。ゴムホース（呼び径12㎜）
は必ずホースバンドで固定してください。

APFM-15・22・37B　5/6P DPFM-15・22・37B　5/6P

空気弁
空気弁

APFM-15B 5/6P

DPFM-15B 5/6P

APFM-22B 5/6P

DPFM-22B 5/6P

APFM-37B 5/6P

DPFM-37B 5/6P

ゴムホースを使用せずパッケージオイルフリーコンプレッサと工場配管を鋼管で直接接続したり、フレキシブルチューブを用いると
振動により配管が破損する場合がありますので、必ず耐圧・耐熱性を有するゴムホース（使用圧力：1MPa以上、耐熱100℃以上）を
ご使用ください。ゴムホースは、経年変化で劣化します。定期的な点検・交換を実施してください。

39L以上

安全弁
●

 

配管途中に空気弁を
設けるときは空気弁
と圧縮機の間に安全
弁を設けてください。

逆止弁

、がすでき付不はにサッレプンコーリフルイオジーケッパ式子電 ● ECOMODE 制御
にてご使用の場合には下記の立型タンクの設置を推奨します。（配管容積、既設空
気タンク等で下記立型タンク相当の容積を確保できる場合は、不要です。）また、
PUSC制御で多量の空気を短時間に使用する場合や、起動頻度が高い場合などにも
下記の立型タンクを設置してください。設置の際は、立型タンク付属の取扱説明書
に従ってください。
　ECOMODE 制御・PUSC 制御については P.12 を参照してください。

●

 

工場設備の集合
配管へ接続する
場合等は、圧縮
空気逆流防止の
ため、逆止弁を
設けてください。

集合配管へ接続する場合
は、ドレン逆流防止のため、
集合配管の上から接続して
ください。

空気弁

ドレン抜き
●
 
立ち上がり配管を
する場合は必ず下
部にドレン抜きを
設けてください。

ゴムホース（JIS K6379 相当品）
使用圧力：1MPa 以上　　耐熱：100℃以上

。いさだくてしに上以mm051は径半げ曲のスーホムゴ ●

ドレンコック
。すで用出排ンレドの内クンタ気空 ●

。すましめすすおを用使ごのプッラトンレドトーオ治明 ●
　（P.26, 27 参照）

立型タンク（オプション）



APFM-15B 5/6P
DPFM-15B 5/6P
APFM-22B 5/6P
DPFM-22B 5/6P
APFM-37B 5/6P
DPFM-37B 5/6P

必ず保安装置を内蔵したものをご使用ください。
なお、取り付け作業は明治指定サービス店に依頼して
ください。

なお、感度電流は30ｍAをご指定ください。







DPFM-15,22,37B 5/6P

APFM-15,22,37B 5/6P



作動に異常がある場合は明治指定サービス店へご連絡ください。

ドアを閉めて、空気弁を全開にしてください。

空気弁を閉じ、圧力が上昇し、圧力が作動圧力を表示
すると圧力上昇が止まることを確認してください。

空気弁

空気弁

空気弁



空気出口の空気弁を全開にしてください。

DPFM-15,22,37B 5/6P

DPFM-15,22,37B 5/6P

DPFM-15,22,37B 5/6P

空気弁

空気弁



A(D)PFM-15B 5/6P

A(D)PFM-22B 5/6P

A(D)PFM-37B 5/6P

９







APFM-15,22,37B 5/6P
DPFM-15,22,37B 5/6P



クランク室ブリーザ

異常がある場合は購入先
または、最寄りの明治指定
サービス店で修理

パッケージオイルフリーコンプレッサを良い状態で永くご使用いただくために、日常の点検整備が大切です。下記一覧表の
時期で点検、整備を実施してください。

ガイドリング



点検・整備は購入先ま
たは、最寄りの明治指
定サービス店で修理

点検・整備は購入先ま
たは、最寄りの明治指
定サービス店で修理

運転時間はパッケージオイルフリーコンプレッサの運転時間を表示し、エアードライヤの運転時間は表示いたしません。

明治指定サービス店（別紙参照）に依頼ください。



APFM-15B 5/6P
DPFM-15B 5/6P

APFM-22B 5/6P
DPFM-22B 5/6P

APFM-37B 5/6P
DPFM-37B 5/6P

※④⑤の場合は明治指定サービス店にご連絡ください。

安全弁が作動した場合や、安全弁の調整を必要とする場合は、購入先または最寄りの明治指定サービス店にお問い合わせ
ください。

据え付け場所の床とパッケージオイルフリーコンプレッサとの間に隙間があり振動、騒音が大きくなっていないか。



クランク室ブリーザフィルタの点検・清掃

吸込みろ過器、またはクランク室ブリーザのカバーを外してください。
吸込みろ過器、またはクランク室ブリーザのフィルタのを外し、ブラシで清掃後エアー吹きしてください。

フィルタ

ブリーザフィルタ

ブリーザフィルタ

クランク室ブリーザフィルタの汚れ、目詰まりが激しい場合は、
そのままご使用になりますと圧縮機の軸寿命低下、破損につなが
る場合がありますので、新品に交換してください。

明治指定サー

ビス店にご連絡ください。

フィルタ



A（D)PFM-15B 5/6P

A（D)PFM-22B 5/6P

A（D)PFM-37B 5/6P

立型タンク（1.5、2.2kW：39L、3.7kW：95L）の空気弁を閉じて、圧縮機を
運転し、作動圧力で停止したら停止スイッチを押してください。圧縮停
止後５分経過したら※圧力表示を確認、その後３０分間放置し圧力低
下が２０％以内であることを確認してください。ただし、逆止弁を設けて
いる場合・立型タンクを接続していない、または上記容量と異なる立型
タンクを接続している場合等は、パッケージオイルフリーコンプレッサの
空気弁を閉じて、内蔵タンクのみの圧力降下が１０分間放置し２０％以
内であることを確認してください。
圧力降下が上記を超える場合は空気弁の漏れ、その他の漏れが多く
なっていますので、明治指定サービス店へ点検をご依頼ください。
※空気タンク内温度低下による圧力降下の影響を少なくするため。

ガイド

ガイド

ガイド

ガイドリング

ガイドリング



7,500時間を超えるとメンテナンスランプが点灯し、デジタルディスプレイが運転時間と圧力を交互に表示します。
その時点で購入先または最寄りの明治指定サービス店に連絡をし、オーバーホールの計画を立ててください。
点滅表示およびメンテナンスランプの点灯はサービスマンがリセットするまで解除できませんのでご注意ください。

各軸受は、耐熱性グリースを密封したシールドベアリングを使用しています。回転がスムーズでなかったり、多量
にグリースが漏れていますと事故の原因となりますので、購入先または最寄りの明治指定サービス店にて修理し
てください。

空気弁、ドレンコック、エアー抜きバルブを閉じて
空気タンクの圧力が0.00MPa～最高圧力に達する
までの標準充填時間は次の通りです。

APFM-15B 5/6P

DPFM-15B 5/6P

APFM-22B 5/6P

DPFM-22B 5/6P

APFM-37B 5/6P

DPFM-37B 5/6P

空気

上記以上の時間がかかる場合は各部の漏れ、空気
弁の異常、吸込みろ過器フィルタの目詰まりなどが
考えられますので点検を行ってください。



吸込みろ過器フィルタの目詰まり

明治指定サービス店へ連絡

購入店または最寄りの明治指定サービス店へ連絡

購入店または最寄りの明治指定サービス店へ連絡

最寄りの明治指定サービス店に

パッケージオイルフリーコンプレッサ



明治指定サービス店へ連絡

明治指定サービス店へ連絡

明治指定サービス店へ連絡
明治指定サービス店

明治指定サービス店



明治指定サービス店

明治指定サービス店

明治指定サービス店

明治指定サービス店

明治指定サービス店

明治指定サービス店

明治指定サービス店

明治指定サービス店

明治指定

サービス店

APFM-15,22B 5/6P APFM-37B 5/6P
DPFM-37B 5/6PDPFM-15,22B 5/6P



明治指定サービス店



パッケージオイルフリーコンプレッサから得られた圧縮空気をより上手にご利用いただくために、周辺機器として次のものを取り揃
えてありますので、目的に合わせてご活用下さい。

明治指定サービス店へご相談ください。

いずれか 1点使用

③ エアーコントロー
ルセット

②

 

エアートランス
ホーマ

①減圧弁

⑦立型タンク

▼電子式パッケージオイルフリーコンプレッサ

　オートドレントラップ

⑤アフタークーラ

④冷凍式
　エアードライヤ

空冷式

水冷式

⑥電子式オートドレントラップ

⑦立型タンク

⑦立型タンク

▼エアードライヤ内蔵型

　電子式パッケージオイルフリーコンプレッサ

⑥電子式

⑧ベビコンローラ

39, 95, 160, 230L の4種類
（95L 以上はボイラーおよび圧力容器安全規則が適用されます。



パッケージオイルフリーコンプレッサを粉じん
の多い環境でご使用の場合には、防じんフィ
ルタをご利用ください。 DPFM-37B 5/6P

明治指

定サービス店



DRC 22FMB

パッケージオイルフリーコンプレッサ

エアードライヤ内蔵型パッケージオイルフリーコンプレッサ

APFM-15B 5/6P APFM-22B 5/6P APFM-37B 5/6P

APFM-15B 5/6P APFM-22B 5/6P APFM-37B 5/6P

DPFM-15B 5/6P DPFM-22B 5/6P DPFM-37B 5/6P

パッケージ
オイルフリーコンプレッサ

空気弁

空気弁



ガイドリング

明治指定

サービス店

修理を依頼されるときおよび部品がお入用のとき

は銘板の型式（右図参照）をご確認の上、最寄り

の明治指定サービス店へお問い合わせください。

部品をご注文の際、各部品の展開図および部品表

をご参照ください。

なお修理用に使う部品は明治純正部品をご使用く

ださい。



（ 2015年5月現在 ）

東京都江東区木場2丁目5番7号 KHビル内5階

Tel：03(3642)0701

岡山市東区鉄160番地

Tel：086(279)2853 Fax：086(279)6460
・ 岡山営業所

〒816-0921

・ 名古屋支店

・ 福岡支店

・ 東京支店
Fax：03(3642)3200

〒468-0045

・ 大阪支店

〒135-0042

〒532-0027

Fax：06(6309)8157

〒703-8214

・ 金沢出張所
〒920-0062

Tel：06(6309)1221

Fax：0762(38)9662

〒532-0027

Fax：06(6308)7047
・ 本　　社 大阪市淀川区田川2丁目3番14号

Fax：082(832)2289

福岡県大野城市仲畑1-9-3

Tel：092(587)1247 Fax：092(502)6129

Tel：076(238)6201

金沢市割出町646 百山ビル内

お問合せはお近くの当社支店・営業所・出張所へ

・ 広島支店

名古屋市天白区野並2丁目345番地

Tel：052(896)1921 Fax：052(896)6831

大阪市淀川区田川2丁目3番14号

Tel：06(6309)8151

広島市安佐南区山本1-9-6

Tel：082(832)2258

〒733-0002

・ 仙台営業所
〒984-0031 仙台市若林区六丁目南97番3-2　斎喜ビル別館2階　　　

Tel：022(205)0581 Fax：022(205)1998

階




